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フランス語入門～ゼロから始めよう

１）１年間でフランス語の基本を総合的に習得します。
２）ただし、「話す・聞く・読む・書く」という４つの領域を満遍なく学ぶのは時間的制約があって困難ですか
　　ら、このクラスでは「文法」、つまり言葉の仕組みを中心に勉強します。
３）とはいっても、ビデオに登場する人物たちのまねをしながら勉強するわけですから、おのずと発音も身に付
　　くはずですし、またその項目に関連した会話表現もマスターできるでしょう。 DVDが添付されていますの
　　で、予習につけ復習につけこれを大いに利用しましょう。
４）少しずつ、しかし確実に知識を身につけていって、秋にはフランス語検定試験５級に合格する実力を養いま
　　す。真面目に勉強すれば、１年後にはフランス語の「仮免許」を取得することができるでしょう。
５）授業の開始時に辞書の説明をします。あわてて購入しないように。

１）フランス語は学ぶべき範囲がきわめて明確に定め
られている言語です。つまり、ある一定の手順を踏め
ばだれにでも習得できるということです。
２）授業は、テクストの目次通りに進行していきま
す。すなわちレッスン・ゼロの「フランス語に親し
む」から始まって、１８課の「お礼のEメールを出そ
う」まで、発音や綴りの仕組み、名詞の性別、単数複
数の違い、動詞の活用、過去形や未来形などの項目を
ひとつずつ順を追って勉強していきます。

３）全部で18のレッスンから構成されています。原則
として毎週１レッスンを学習していきます。教科書外
の練習問題をもこなすことで理解を深める予定です。
早く進むよりも確実に学ぶことを心掛けます。
４）時間をやりくりして、前後期それぞれ１回ずつビ
デオなどを鑑賞する予定です。
５）１年後には、フランス語のおおよその仕組みが頭
に入っているはずです。

教）小笠原洋子『ピエールとユゴー（DVD付き）』（白水社）
参）清岡智比古『フラ語入門、わかりやすいにもホドがある！』（白水社）（参考書の購入は任意です）

授業中の活躍度（宿題をやってきたか、など）と定期試験によって判定します。
実用技能フランス語検定試験による単位認定の方法もあります（担当教員に相談してください）。

外国語の勉強は根気が大事です。毎回きちんと出席してください。なお、辞書を毎回持参するよう心がけてくだ
さい。

http://www.icc.ac.jp/


